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ペ
ー
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ン
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７
月
19
日
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
観
賞
会
＝
関
連
記
事
11
㌻
）

Ｆ
/1.4、

ISO-1000、
露
出
30
秒
を
20
枚
合
成
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村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
対
象
者
に
は
７
月
下
旬
に
既
に

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
発
送
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
18
歳
以
上
の
村

民
２
︐
０
０
０
人
を
無
作
為
に
抽

出
し
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
無
作
為
抽
出
の
た
め
同
世

帯
に
複
数
の
用
紙
が
届
い
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

で
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
答
え
て
い
た
だ
い
た
結
果
を
集

計
・
分
析
し
、
総
合
発
展
計
画
、

そ
し
て
九
戸
村
総
合
戦
略（
仮
称
）

と
九
戸
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

す
る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
封
筒
が

届
い
た
人
は
ど
う
ぞ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

﹁
総
合
戦
略
﹂
と
は
？

　
村
で
は
、
総
合
発
展
計
画
の
策

定
と
平
行
し
て
「
九
戸
村
総
合
戦

略
」お
よ
び「
九
戸
村
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
日
本
は
今
、
か
つ
て
な
い
人
口

減
少
社
会
に
向
か
お
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
の
ス
ピ
ー
ド
で

人
口
減
少
が
進
め
ば
、
遠
か
ら
ず

経
済
や
社
会
福
祉
が
大
き
く
後
退

し
、
社
会
の
活
力
が
失
わ
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、
日
本
に

と
っ
て
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛

け
る
と
と
も
に
、
東
京
圏
へ
の
人

口
の
過
度
の
集
中
を
是
正
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
み
よ
い
環
境

を
確
保
し
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て

活
力
あ
る
日
本
社
会
を
維
持
し
て

い
く
た
め
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
法
」
が
昨
年
11
月
に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て

人
口
の
現
状
と
将
来
の
姿
を
示

し
、
今
後
、
目
指
す
べ
き
将
来
の

方
向
を
掲
示
す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
お

よ
び
今
後
５
カ
年
の
目
標
や
施
策

の
基
本
的
方
向
、
具
体
的
な
施
策

を
ま
と
め
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
決
定
し

て
い
ま
す
。　
今
回
、
村
で
策
定

す
る
総
合
戦
略
は
そ
の
地
方
版
と

も
い
え
る
も
の
で
、
国
の
政
策
に

呼
応
し
た
計
画
を
立
案
し
実
行
し

て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

﹁
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
﹂
と
は
？

　
将
来
人
口
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

る
の
か
に
よ
っ
て
、
政
策
の
あ

り
よ
う
は
大
き
く
異
な
っ
て
き

ま
す
。
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
あ

ら
ゆ
る
資
料
を
勘
案
し
て
概
ね

２
０
４
０
年
～
60
年
ま
で
の
人
口

推
計
を
行
い
、
人
口
減
少
に
対
処

す
る
方
策
を
考
え
る
た
め
の
基
礎

総合発展計画および地方創生に
関するアンケートにご協力を

と
な
り
ま
す
。

　
総
合
発
展
計
画
、
総
合
戦
略
策

定
に
も
活
用
す
る
た
め
、
村
独

自
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
ま

す
。

住
民
検
討
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す

　
総
合
発
展
計
画
の
全
体
計
画
を

策
定
し
た
５
年
前
に
は
、
公
募
・

推
薦
合
わ
せ
て
10
名
の
委
員
で
住

民
検
討
委
員
会
を
組
織
し
、
計
画

に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
基
本
計
画
に
当
た
っ

て
、
新
規
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
前
回
の
委
員
会
の
一
部

の
委
員
に
は
、
別
に
再
度
ご
協
力

を
依
頼
す
る
予
定
で
す
）

▽
応
募
方
法

　
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
ま
た
は

役
場
総
務
企
画
課
、
戸
田
・
江
刺

家
両
支
所
に
置
く
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
総
務
企
画

課
地
域
振
興
班
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
募
集
期
間

８
月
10
日
（
月
）
～
31
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ

村
総
務
企
画
課
地
域
振
興
班

（
☎
42
‐
２
１
１
１
内
線
１
７
１
）

　
﹁
新
九
戸
村
総
合
発
展
計
画
﹂
は
︑
村
の
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
の
最
上

位
に
位
置
付
け
ら
れ
︑
村
の
行
う
あ
ら
ゆ
る
施
策
や
事
業
の
基
本
と

な
る
重
要
な
計
画
で
す
︒

　
現
行
の
発
展
計
画
は
︑
平
成
23
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
10
カ
年

を
計
画
期
間
と
し
て
お
り
︑
本
年
度
は
そ
の
折
り
返
し
の
時
点
と
な

る
こ
と
か
ら
︑
村
で
は
前
期
５
年
間
の
評
価
を
踏
ま
え
た
上
で
来
年

度
か
ら
の
後
期
の
基
本
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
︒

　
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
︑
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
︑
ま
た
住
民

検
討
委
員
会
や
村
政
懇
談
会
の
開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
広
く
声
を

お
聴
き
き
し
︑
村
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
十
分
反
映
さ
せ
て
い
き
ま

す
︒
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●
国
勢
調
査
は
、
平
成
27
年
10

月
１
日
現
在
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
お
よ
び
世
帯

が
対
象
で
す
。

●
平
成
27
年
国
勢
調
査
は
、
少

子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
日
本

の
未
来
を
描
く
上
で
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
デ
ー
タ
を
得
る
た

め
に
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

法
令
に
そ
の
利
用
が
定
め
ら
れ

て
い
る
ほ
か
、
社
会
福
祉
、
雇

用
政
策
、
生
活
環
境
の
整
備
、

防
災
対
策
な
ど
私
た
ち
の
暮
ら

し
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

成
人
式
に
ご
参
加
を

●
今
回
の
調
査
で
は
、
先
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を
受

け
付
け
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

回
答
さ
れ
な
か
っ
た
世
帯
に
は

紙
の
調
査
票
を
配
布
し
て
調
査

を
行
い
ま
す
。
紙
の
調
査
票
は
、

調
査
員
に
直
接
提
出
い
た
だ
く

か
、
郵
送
で
も
提
出
い
た
だ
け

ま
す
。

●
９
月
10
日
か
ら
、
調
査
員
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
た
め

の
書
類
を
お
配
り
し
ま
す
の
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
国
勢
調
査
に
つ
い
て
は
、「
国

勢
調
査
２
０
１
５
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://kokusei2015.stat.
go.jp/

■
問
い
合
わ
せ
　
村
総
務
企

画
課
地
域
振
興
班
（
☎
42
‐

２
１
１
１
内
線
１
７
２
）

平
成
27
年

　
　
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

【
戸
田
地
区
】

白
銀　

悠
香　
　

下
村　

直
香

大
久
保
里
美　
　

本
川　

祐
次

山
下　

壱
成　
　

斉
藤　

優
衣

岩
渕　

颯
太　
　

山
本　

大
志

向
川　

尚
貴　
　

岩
部　

小
春

松
浦　

千
明　
　

坂
本　

桃
子

苅
間
澤
沙
絵　
　

岩
崎　

佑
紀

和
蛇
田　
徹

【
伊
保
内
地
区
】

松
浦　

美
希　
　

室
野　

玖
美

柾
切
澤
研
哉　
　

大
崎　

晴
菜

小
川　

幸
恵　
　

中
村　

竜
也

宮
川　

菜
央　
　

佐
藤　

教
嗣

佐
々
木
安
実　
　

竹
村　

拓
也

澤
村　

健
太　
　

目
黒　

瑞
穂

橘　
　

愛
良　
　

太
田　

新
奈

関
口　
　

誉　
　

大
谷　

憧
人

大
畑　

勇
太　
　

七
戸　

瑞
也

森
田　

七
海　
　

大
﨑　

崇
仙

中
村　

沙
希　
　

泉
田
早
智
子

中
村　

直
哉　
　

古
舘　

裕
也

五
枚
橋
興
子　
　

細
山　

麻
衣

期
日　
８
月
15
日
（
土
）

時
間　
記
念
撮
影　

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分

　
　
　
式
典
開
始

　
　
　
　
午
前
10
時

場
所　
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル

対
象　
平
成
７
年
４
月
2
日
～

翌
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
お

よ
び
九
戸
中
学
校
の
平
成
22
年

度
卒
業
生

山
本　

和
希　
　

荒
田
志
希
乃

【
江
刺
家
地
区
】

外
澤　

裕
哉　
　

滝
谷　

秀
樹

小
井
田
美
嘉　
　

南　
　

裕
太

秋
元　
　

諒　
　

森
下　

知
佳

上
宿　

新
悟　
　

石
川　

元
就

玉
川
菜
々
美　
　

丸
橋　

達
也

浅
水　
洸
佳　

（
対
象
者
54
人
・
敬
称
略
）

　

対
象
者
に
は
す
で
に
案
内
状

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
案

内
状
が
届
い
て
い
な
い
、
対
象

名
簿
に
載
っ
て
い
な
い
な
ど
、

お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
村
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
班
（
☎
42
‐
２
１
１
１
内
線

３
０
４
）
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

昨年度の成人式

　

二
戸
地
区
支
部
消
防
操
法
競

技
会
が
６
月
28
日
、
村
体
育
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
あ

い
に
く
の
小
雨
が
降
る
中
、
各

市
町
村
の
代
表
が
集
ま
り
、
二

戸
地
区
の
ト
ッ
プ
を
競
い
ま
し

た
。
本
村
か
ら
は
村
競
技
会
で

優
勝
し
た
第
２
分
団
（
戸
田
・

館
の
下
）
と
第
14
分
団
（
南
田
）

第
14
分
団
が
二
戸
地
区
制
す

二
戸
地
区
の
小
型
ポ
ン
プ
の
部
を

制
し
た
第
14
分
団

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
で
は
第
14
分
団
が
優
勝
、

ポ
ン
プ
車
の
部
で
は
第
２
団
が

２
位
と
な
り
ま
し
た
。
小
型
、

ポ
ン
プ
車
と
も
優
勝
チ
ー
ム
か

ら
下
位
チ
ー
ム
ま
で
10
点
以
内

に
集
ま
る
と
い
う
僅
差
で
の
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
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村
職
員
を
募
集
し
ま
す

■試験職種および採用予定人員
　①一般事務……………………………若干名
　②一般事務（身体障がい者対象）…１名
　③保育士・幼稚園教諭………………１名
　④保健師………………………………１名
■受験資格

①一般事務…昭和 55 年４月２日から平成 10  
年４月１日までの間に生まれた人。
②一般事務（身体障がい者対象）…①の要件と
次の全ての要件を満たす人。

・自力通勤ができ、介護者なしに一般事務職
の職務遂行が可能　・身体障がい者手帳の交
付を受けている　・活字印刷文による教養試
験や、口頭による面接試験に対応できる

③保育士・幼稚園教諭…昭和 55 年４月２日以
降に生まれた人で、保育士資格および幼稚園教
諭２種免許の両方を有している人または採用ま
でに取得する見込みの人。
④保健師…昭和 55 年４月２日以降に生まれた
人で、保健師の免許を有している人または採用
までに取得する見込みの人。
■受験申込期間
　○７月 15 日（水）から８月 19 日（水）まで
　※ 郵送の場合は、８月 19 日（水）午後５時 30 分
　必着のものに限り受け付けます。

明るい九戸村を一緒につくっていきましょう

明るい九戸村を一緒につくっていきましょう
■受験手続き

○申込用紙に必要事項
を記入し、所定箇所に写真を貼り、
総務企画課に提出してください。
○申込用紙などは、村ホームページからダウン
ロードできるほか総務企画課で配布します。
■試験の日時と場所
《第１次試験》
○日時…９月 20 日（日）　午前 10 時開始
○場所…二戸市立福岡中学校
○試験方法
①②一般事務…教養試験・適性検査・作文試験

（身体障がい者対象含む）
③④保育士および保健師…教養試験・専門試験・
作文試験

《第２次試験》
11 月上旬ごろ
■問い合わせ

〒028-6502　岩手県九戸郡九戸村大字伊保内
10-11-6　九戸村役場　総務企画課庶務財政班
☎ 0195-42-2111 内線 167

　

北
東
北
の
英
傑
︑
戦
国

武
将
﹁
九
戸
政
実
﹂
に
関

す
る
お
祭
り
で
す
︒
二
戸

市
民
文
士
劇
﹁
天
を
衝つ

く
﹂

寸
劇
︑
九
戸
政
実
武
将
隊

や
五
葉
山
火
縄
銃
鉄
砲
隊

に
よ
る
演
武
︑
政
實
太
鼓

公
演
な
ど
見
所
い
っ
ぱ
い

で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
︒

■
日
時　
８
月
22
日
（
土
︶

　
午
後
４
時
～
午
後
７
時

　
（
雨
天
決
行
︶　

■
場
所　
二
戸
市
シ
ビ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー　
入
場
無
料

■
問
い
合
わ
せ
　
二
戸
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
（
☎
23-

９
２
０
１
︶

九
戸
政
実
フ
ェ
ス
タ

～
真
夏
の
乱
～

■
日
時　
８
月
28
日
（
金
︶

　
　
　
　
午
後
３
時
30
分
～

■
場
所　
役
場
第
２
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
　

　

村
教
育
委
員
会
事
務
局
（
☎

42-

２
１
１
１
内
線
３
０
２
︶

村
総
合
教
育
会
議
を
開
催

　

九
戸
村
の
教
育
を
行
う
た
め

の
諸
条
件
の
整
備
そ
の
他
実
情

に
応
じ
た
教
育
の
振
興
を
図
る

た
め
︑
村
で
は
総
合
教
育
会
議

を
開
催
し
ま
す
︒ 

会
議
は
公
開

し
ま
す
の
で
︑
ど
な
た
で
も
傍

聴
く
だ
さ
い
︒
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期　日 行事内容 開始時間 場所（会場）

８月 17 日（月）
みこし渡御・山車運行 16：00 伊保内（熊野神社⇒八幡宮）

花火大会 20：00 伊保内町裏

８月 18 日（火）
剣舞（伊保内小学校児童） 18：00

伊保内（鹿島⇒役場）
九戸音頭・ナニャドヤラ流し踊り 18：20

８月 19 日（水） みこし還御・山車運行・山車競演 16：00 伊保内（八幡宮⇒熊野神社）

昨年度の九戸まつりの様子

九
戸
ま
つ
り

８
月
17
日
㊊
～
19
日
㊌

■
問
い
合
わ
せ　

　

九
戸
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
７
２)

九戸まつり交通規制図

診療
センター

普通車迂回路

パークゴルフ場

19日15時30分頃
一時片側通行

17日19時～21時
車両通行禁止

但し、小学校裏口は
入出制限なし

車両

車両

一方通行のお願い
　国道 340 号線車両通行
禁止時間帯は、村道伊保内
町裏線は戸田・二ツ家方面
へ、村道南田鹿島線は江刺
家方面への一方通行とさせ
ていただきますので、ご協
力お願いします。

路線バス交通規制
　８月 17 日、19 日は午
後３時 30 分から午後６時
30 分まで、18 日は午後６
時から午後９時まで、役場
～鹿島間は運休となりま
す。二戸・江刺家方面へ向
かうお客様は蒔田バス停か
ら、葛巻・瀬月内方面へ向
かうお客様は伊保内営業所
からご乗車ください。
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７
月
７
日
か
ら
10
日
ま
で
の

４
日
間
、
村
内
の
28
事
業
所
に

お
い
て
九
戸
中
学
校
の
２
年
生

54
人
が
職
場
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
村
内
に
あ
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
所
の
中
か
ら
、

自
分
が
興
味
あ
る
事
業
所
を
選

ん
で
仕
事
に
取
り
組
み
、
働
く

こ
と
の
楽
し
さ
や
厳
し
さ
を
身

を
持
っ
て
学
び
ま
し
た
。

　
７
月
８
日
、
黒
山
の
昔

穴
遺
跡
に
お
い
て
花
い
っ

ぱ
い
運
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
江
刺
家
小
学
校
の
児

童
が
地
元
に
あ
る
自
然
遺

産
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
彩

ろ
う
と
９
年
前
か
ら
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
全
校
児

童
33
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

児
童
た
ち
は
カ
タ
ク
リ

の
種
を
手
に
取
り
、
約
３

セ
ン
チ
の
穴
を
掘
り
植
栽

を
し
ま
し
た
。
秋
元
海
洲

君
（
４
年
）
は
「
土
を
掘

る
作
業
も
種
を
植
え
る
作

業
も
楽
し
か
っ
た
。
大
人

に
な
る
ま
で
に
カ
タ
ク
リ

の
花
が
咲
い
て
ほ
し
い
」

と
花
で
彩
ら
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
し
た
。

黒
山
に
た
く
さ
ん
の
希
望
の
花
を

み
ん
な
で
そ
ろ
っ
て
カ
タ
ク
リ
を
植
え

る
、
江
刺
家
小
学
校
の
児
童
た
ち

　

本
村
で
は
、
平
成
21
年
度
か

ら
発
達
段
階
に
応
じ
た
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充

実
の
た
め
に
「
九
戸
村
キ
ャ
リ

ア
教
育
推
進
協
議
会
」（
会
長
・

五
枚
橋
久
夫
村
長
）
を
発
足
さ

せ
、村
が
全
面
的
に
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

本
県
に
お
い
て
キ
ャ
リ
ア
教

育
は
、「
児
童
生
徒
が
自
己
の
在

り
方
・
生
き
方
を
考
え
、
主
体

的
に
進
路
を
選
択
し
、
社
会
人
・

職
業
人
と
し
て
自
立
す
る
た
め

の
能
力
を
学
校
教
育
全
体
で
計

働
く
こ
と
の
意
義
を
学
ぶ

Ｆ
Ｍ
岩
手
に
逆
取
材
さ
れ
る
大
崎
光
仁
君
（
上
）
と
皆
川
晶
南
さ
ん

広
報
の
仕
事
を
体
験
す
る
皆
川
晶
南
さ
ん
（
前
）
と
大
崎
光
仁
君

中
学
生
54
人
が

４
日
間
就
業
体
験

キ
ャ
リ
ア
教
育
を

村
が
全
面
支
援

大
崎
光
仁
君
と
皆
川
晶

南
さ
ん
が
撮
影
・
取
材

を
し
、
記
事
を
作
成
し

ま
し
た
。
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九
戸
中
生
が
就
業
体
験

　

放
火
訓
練
や
救
助
訓
練
、
は

し
ご
車
で
の
搭
乗
訓
練
、
車
両

点
検
を
行
い
ま
し
た
。「
将
来
役

に
立
つ
こ
と
が
た
く
さ
ん
学
ぶ

こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
今

後
に
つ
な
げ
る
た
め
に
復
習
し

て
自
分
の
も
の
に
し
た
い
。
救

助
訓
練
は
人
が
重
く
て
大
変

だ
っ
た
」（
野
中
凌
雅
、
日
向
冬

馬
、
屋
形
場
勇
樹
）

　

タ
イ
ヤ
交
換
や
バ
ッ
テ
リ
ー

の
補
給
、
オ
イ
ル
交
換
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。「
車
の
こ
と

や
バ
ス
の
こ
と
が
分
か
っ
て
よ

か
っ
た
。
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
た

り
、
外
し
た
り
す
る
の
が
重
く

て
大
変
だ
っ
た
」（
玉
川
瑠
偉
・

佐
々
木
大
空
）

岩
手
県
北
バ
ス

二
戸
消
防
署

九
戸
分
署

放
水
訓
練
や
酸
素
ボ
ン
ベ
の
装
着
な
ど
を
体
験
す
る
日
向
冬
馬
君（
中
段
左
）、野
中
凌
雅
君（
中
段
中
）、屋
形
場
勇
樹
君（
中
段
右
）

ホ
イ
ー
ル
に
ペ
ン
キ
塗
り
を
す
る
玉
川
瑠
偉
君
（
上
）
と
佐
々
木
大
空
君

■
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
…
学

ぶ
こ
と
の
意
味
や
あ
い
さ
つ
な

ど
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
学
習

意
欲
や
規
範
意
識
が
育
ま
れ
ま

す
。

■
企
業
に
と
っ
て
…
社
会
全
体

の
宝
で
あ
る
将
来
の
人
材
を
育

成
す
る
と
い
う
企
業
と
し
て
の

社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
高
め

ま
す
。

■
地
域
に
と
っ
て
…
伝
統
工
芸

な
ど
地
場
産
業
や
地
域
の
商
店

街
な
ど
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち

の
興
味
関
心
が
高
ま
り
、
後
継

者
の
育
成
に
も
つ
な
が
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

画
的
・
組
織
的
に
育
む
こ
と
」

と
定
義
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
じ
て
、

児
童
生
徒
が
将
来
の
社
会
人
・

職
業
人
と
し
て
自
立
し
て
生
き

る
た
め
に
必
要
な
能
力
「
総
合

生
活
力
」
と
、
児
童
生
徒
が
主

体
的
に
人
生
計
画
を
立
て
、、
進

路
を
選
択
し
、
決
定
で
き
る
能

力
「
人
生
設
計
力
」
を
育
ん
で

い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
で

期
待
で
き
る
効
果
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岩
手
県
知
事
選
挙
と
岩
手
県
議
会
議
員
選
挙
は
、
９
月
６
日
の

投
開
票
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
選
挙
期
日
の
告
示
日
は
、
県
知

事
選
挙
が
８
月
20
日
、
県
議
会
議
員
選
挙
が
８
月
28
日
と
な
り
ま

す
。
今
回
の
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら
の
県
政
を
担
う
私
た
ち
県
民
の

代
表
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。
皆
さ
ん
の
投
票
が
、
日
常
の
生

活
に
大
き
く
結
び
付
き
ま
す
。
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
判

断
で
責
任
あ
る
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

問
村
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
８
２
）

に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
転
入

前
の
市
町
村
で
投
票
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
「
引
き
続
き

県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証

明
書
」
の
提
示
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
本
村
で
は
、
こ
の
証
明
書
の

発
行
（
無
料
）
を
住
民
生
活

課
窓
口
で
行
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
住
民
生
活
課
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
３
）
ま
た

は
選
挙
管
理
委
員
会
（
同
内
線

１
８
２
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
人　
平
成
27
年

５
月
28
日
以
降
に
、
岩
手
県
内

の
市
町
村
間
で
１
回
だ
け
住
所

を
異
動
し
た
人
。
た
だ
し
、
異

動
前
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
限
り

ま
す
。

●
投
票
の
方
法　
「
引
き
続
き

県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証

明
書
」
を
提
示
し
て
、
次
の
い

知
事
選
、

県
議
選
の
順
に
投
票

　
今
回
の
投
票
は
、
県
知
事
選

挙
と
県
議
会
議
員
選
挙
の
２

種
類
を
行
い
ま
す
。
投
票
所
で

は
、
県
知
事
選
挙
を
先
に
投

票
、
県
議
会
議
員
選
挙
が
後
に

な
り
ま
す
。

①
県
知
事
選
挙
の
投
票
…
「
白

色
」
の
投
票
用
紙
が
渡
さ
れ
ま

す
。
自
分
の
選
び
た
い
候
補
者

氏
名
の
上
の
欄
に
○
印
を
記
入

し
ま
す
。
○
以
外
の
記
号
な
ど

を
書
く
と
無
効
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
…

「
薄
い
黄
色
」
の
投
票
用
紙
が

渡
さ
れ
ま
す
。
投
票
用
紙
に

は
、
自
分
の
選
び
た
い
一
人
の

候
補
者
氏
名
を
書
い
て
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

※
期
日
前
投
票
・
不
在
者
投

票
で
の
投
票

　
期
日
前
投
票
と
不
在
者
投
票

で
は
、
県
知
事
選
挙
、
県
議
会

議
員
選
挙
と
も
自
分
の
選
び
た

い
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投

票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

九
戸
村
で

投
票
で
き
る
人

　
本
村
で
投
票
で
き
る
の
は
、

次
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
人
で
す
。

●
平
成
７
年
９
月
７
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人

●
平
成
27
年
６
月
５
日
以
前
に

本
村
に
住
民
登
録
を
し
て
引
き

続
き
村
内
に
住
み
、
本
村
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人※
最
近
、
県
内
の
市
町
村
か

ら
本
村
に
転
入
し
た
人
の
場

合
　
県
内
の
他
市
町
村
か
ら
本
村

に
引
っ
越
し
て
平
成
27
年
５
月

28
日
以
降
に
住
民
登
録
を
し
た

人
は
、
今
回
の
選
挙
で
は
、
本

村
で
投
票
で
き
ま
せ
ん
が
、
転

入
前
の
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿

ず
れ
か
の
方
法
で
行
い
ま
す
。

❶
投
票
日
当
日
に
、
転
入
前
の

市
町
村
の
投
票
所
で
投
票
す

る
。

❷
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
、
転

入
前
の
市
町
村
で
期
日
前
投
票

を
行
う
。

❸
転
入
前
の
市
町
村
の
選
挙
管

理
委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求

し
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
、

本
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不

在
者
投
票
を
行
う
。

投
票
時
間
は

午
後
７
時
ま
で

　
投
票
所
で
の
投
票
時
間
は
、

午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

で
す
。

　
投
票
所
の
場
所
は
、
村
選
挙

管
理
委
員
会
が
郵
送
す
る
「
投

票
所
入
場
券
」
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
投
票
の
際
に
は
、
入

場
券
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
投
票
で
き
る
と
思
わ
れ

県
知
事

県
議
会
議
員

選
挙
９
月
６
日
日

午
前
７
時
～
午
後
７
時

村議選の投票の様子
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投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
と
き
は

《
期
日
前
投
票
》

　
知
事
選
挙

８
月
21
日
金
か
ら

　
県
議
選
挙

８
月
29
日
土
か
ら

　
投
票
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬

祭
な
ど
の
予
定
の
あ
る
人
、

投
票
区
の
区
域
外
に
旅
行
や

滞
在
が
見
込
ま
れ
る
人
な
ど

は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま

す
。
な
お
、
県
知
事
選
挙
と

県
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
期
日

前
投
票
の
で
き
る
期
間
が
異
な

り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
期
間　

・
県
知
事
選
挙

　
８
月
21
日
金
～
９
月
５
日
土

・
県
議
会
議
員
選
挙

　
８
月
29
日
土
～
９
月
５
日
土

○
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

○
場
所

　
村
選
挙
管
理
委
員
会
の
事
務

室
（
役
場
４
階
）
※
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
利
用
く
だ
さ
い
。

《
不
在
者
投
票
制
度
》

　　
次
の
方
法
で
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
投
票
の
で
き
る
期

間
と
理
由
は
、
期
日
前
投
票
と

同
じ
で
す
。

①
出
稼
ぎ
な
ど
で
村
外
に
滞
在

し
て
い
る
と
き
は
、
滞
在
先
の

市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会

で
行
う
。

②
不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
病
院

な
ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る

と
き
は
、
そ
の
施
設
で
行
う
。

る
人
で
、
投
票
日
近
く
に
な
っ

て
も
入
場
券
が
届
か
な
い
と
き

に
は
、
村
選
挙
管
理
委
員
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
票
は
午
後
８
時
～

公
民
館

●
日
時　
９
月
６
日
日　

　
　
　
　
午
後
８
時
開
始

●
場
所　
村
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ

村
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
８
２
）

③
一
定
の
障
害
等
級
の
身
体

障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者
手

帳
を
交
付
さ
れ
て
い
る
人
、

介
護
保
険
の
要
介
護
状
態
区

分
が
要
介
護
５
の
人
が
郵
便

な
ど
で
行
う
。

　
不
在
者
投
票
制
度
を
利
用

す
る
た
め
に
は
、
事
前
の
手

続
き
に
日
数
を
必
要
と
し
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

戦没者のご遺族へ
特別弔慰金が支給

　戦後70周年に当たり、国として改めて弔慰の
意を表するため、戦没者などのご遺族に対し特
別弔慰金（記名国債）が支給されます。今回の
支給は、ご遺族に一層の弔慰の意を表するため、
償還額を年５万円に増額するとともに、５年ご
とに国債を交付することとなります。

■支給内容
額面２５万円、５年償還の記名国債

■支給対象者
平成27年４月１日(基準日)において、「恩給法
による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等
援護法による遺族年金」などを受ける人（戦没
者等の妻や父母など）がいない場合に、次の順
番による先順位の遺族一人に支給。
１平成27年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族
等援護法による弔慰金の受給権を取得した人
２戦没者などの子
３戦没者などの①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹
※戦没者などの死亡当時、生計関係を有してい
ることなどの要件を満たしているかどうかに
よって、順番が入れ替わります。
４上記１から３以外の戦没者などの３親等内の
親族（おい、めいなど）
※戦没者などの死亡当時まで引き続き１年以上
の生計関係を有していた人に限ります。

■請求期間
平成30年４月２日まで
※請求期間が過ぎると第10回特別弔慰金を受け
ることができなくなりますので、ご注意くださ
い。

■申し込み・問い合わせ
役場住民生活課地域福祉班
☎42-2111（内線201）



10

皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

接戦を制し優勝したバレーボール男子・戸田２区

高い技術で他チームを圧倒した、卓
球・伊保内２区

声を掛け合いながら競技を楽しむ
バレーボール女子

県警音楽隊がよさこいソーランを披露

県警音楽隊が演奏会
音楽で教養深める
　岩手県警察音楽隊による演奏会が７月１日、伊保内小
学校で行われました。村内５つの小学校から全校児童約
250人が集まり楽器の生演奏を楽しみました。音楽隊は
子どもに人気の妖怪体操第一の曲やよさこいソーラン節
などの楽曲を披露。児童たちは手拍子を送り笑顔で喜ん
でいました。おどるポンポコリンでは、児童も参加し一
緒に楽器演奏を楽しみました。演奏の合間には防犯標語
「いかのおすし」を寸劇で披露してくれました。

村民体育大会が開幕
4種目で熱戦展開
　村民体育大会が７月12日、村内各会場で開かれました。
半世紀続いた本大会に今年は約300人が参加。４競技にお
いて村内６地区に分かれ優勝が争われました。選手はゲー
トボール、野球、バレーボール、卓球の４競技において熱
戦を展開。野球は日差しの強い中、白熱した熱戦が繰り広
げられ、戸田２区が４連覇を達成しました。競技の結果、
優勝チームは次の通りです。■ゲートボール　長興寺　■
野球　戸田２区　■バレーボール（男子）　戸田２区　■
バレーボール（女子）　江刺家　■卓球　伊保内２区

政実くのへＦＭが開局１周年
声でスマイルを配信
　ＦＭいわて九戸支局が７月１日、開局１周年を迎えま
した。１周年を記念し、来場者に粗品をプレゼントしま
した。この日は、ヒメボタル情報や甘茶畑の様子を放送。
お客様からは１周年を記念し、カーネーションもプレゼ
ントされました。また、３回前には放送50回を記念し、
出演者が仮装をしラジオ放送を提供。毎回、趣向を凝ら
して村の話題などを配信しています。政実くのへＦＭは
毎週水曜、正午からラジオ放送されています。

放送50回を記念し、仮装をしてラジオ放送



11 広報くのへ◦2015（Ｈ27）８月

伊保内高校郷土芸能委員会が勇壮に江刺家神楽を舞いました

チームワークよくボールを回し、

連携をうまくとり、見事４連覇を達
成した野球・戸田２区

鳥のように空を舞う体験者

パラグライダー体験会
楽しい～！空中散歩
　パラグライダー体験会が６月21
日、村営くのへスキー場で開かれま
した。村内外から21人が参加した体
験会では青森県田子町で主に活動する
Funsky229のメンバーが指導。初めて
パラグライダーに触れる人が多い中、
参加者全員が空中散歩を楽しみました。
　スタッフの支援により体が宙に浮く
と歓声や拍手が上がっていました。高
さ５mぐらいを20mも浮遊する人も出
て、笑みが溢れ満足そうでした。大村
貞子さん（69歳＝川向）は「方向転換
が難しかったが、空を飛ぶことができ
て嬉しかった」と喜んでいました。

九戸分署員の指導を受けながら、人口呼吸を体験

山根小学校で救急救命講習
万が一に備え確認
　山根小学校で６月16日、救急救命講習会が開かれました。５・
６年生10人と保護者などが参加し救命方法について、二戸消防
署九戸分署員から指導を受けました。最初に、胸骨圧迫や人工呼
吸の方法を確認。その後、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の操作
方法を学びました。ペースメーカーの上にパットを張らないこと
や、心臓を電気が通過するようにパットを張るようにと説明して
いました。大谷理紗さん（６年）は「力が弱いため胸骨圧迫が難
しかった。ＡＥＤを使うとき肌が濡れている場合、拭いてやらな
いといけないことが分かってよかった」と話していました。

ヒメボタル観賞会
夏夜に輝く光のダンス
　ヒメボタル観賞会が７月18日～20日に折爪岳山頂付近
で開かれました。19日には、山頂の山の家で郷土芸能発表
会も開かれ、多くの来場者が地域に根付いた伝統文化を堪
能しました。本村から伊保内高校郷土芸能委員会が江刺家
神楽を演舞。迫力ある勇壮な舞を披露していました。その後、
参加者は整備された遊歩道を歩き、闇夜に輝く光のダンス
に歓声を上げて喜んでいました。同調して光輝く夏夜のイ
ルミネーションに参加者は見とれ、酔いしれていました。
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中
村
岩
藏
さ
ん
（
宇

堂
口
）
が
１
０
０
歳
の

誕
生
日
を
７
月
８
日
に

迎
え
、
五
枚
橋
久
夫
村

長
が
花
束
と
長
寿
祝
い

金
を
手
渡
し
祝
福
し
ま

し
た
。
祝
福
。
中
村
さ

ん
は
毎
日
、
農
作
業
に

精
を
出
し
、
田
の
周
り

の
草
刈
り
な
ど
を
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
若
い

頃
は
酪
農
や
郵
便
局
の
配
達
な

中村岩藏さん100歳祝福

　

九
戸
中
学
校
で
６
月
19
日
、

授
業
力
向
上
研
修
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
先
生
の
授
業
力
を
高

め
よ
う
と
い
う
目
的
で
、
弘
前

大
学
教
育
学
部
の
中
野
博
之
教

授
を
迎
え
数
学
の
授
業
を
行
い

ま
し
た
。
中
野
教
授
は
生
徒
に

考
え
さ
せ
る
よ
う
に
授
業
を
進

め
、
多
様
な
考
え
方
が
あ
る
こ

と
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
ま
し
た
。
生
徒
は
意
欲
的
に

授
業
を
受
け
、
楽
し
そ
う
に
学

ん
で
い
ま
し
た
。

授
業
力
の
向
上
を
目
指
す

積
極
的
に
授
業
に
取
り
組
む
九
戸

中
学
校
の
生
徒
た
ち

ど
で
一
生
懸
命
働
い
た
そ
う
で

す
。

　
「
お
い
し
く
な
い
ひ
え
飯
を
食

べ
稼
い
だ
こ
と
」
が
長
寿
の
秘
け

つ
と
中
村
さ
ん
。
95
歳
を
過
ぎ
て

も
バ
イ
ク
に
乗
り
、子
ど
も
８
人
、

孫
13
人
、
ひ
孫
５
人
に
恵
ま
れ
元

気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

山
下
チ
ヨ
さ
ん
（
鹿
島
出
身
）

が
７
月
24
日
、
１
０
２
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
、
家
族
や
折
爪
荘
の
職

員
と
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。
五
枚

橋
久
夫
村
長
が
花
束
と
長
寿
祝

い
金
を
贈
呈
し
祝
福
。「
前
向
き

で
お
お
ら
か
な
気
持
ち
で
生
活

し
て
き
た
た
め
長
生
き
で
き
た

の
で
は
な
い
か
」
と
女
婿
の
徳と
く
弥み

さ
ん
。
子
ど
も
４
人
、
孫
５
人
、

ひ
孫
５
人
、
や
し
ゃ
ご
２
人
に
恵

ま
れ
た
山
下
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

山
下
チ
ヨ
さ
ん
１
０
２
歳
祝
福

１
０
２
賀
を
お
祝
い
さ
れ
る

山
下
チ
ヨ
サ
ン
さ
ん
（
中
央
）

　

警
察
協
力
者
に
対
す
る
感
謝

状
の
贈
呈
式
が
７
月
１
日
、
二
戸

警
察
署
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本
村

か
ら
は
２
名
２
団
体
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
交
通
安
全

活
動
や
地
域
防
犯
活
動
が
認
め

ら
れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
本
村

出
身
で
受
賞
し
た
人
を
紹
介
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

■
本
部
長
感
謝
状　
尾
友
元
一

■
署
長
感
謝
状　

伊
保
内
交
通

安
全
母
の
会　
長
興
寺
上
・
下
行

政
区　
荒
田
光
雄

警
察
協
力
者
へ
感
謝
状

交
通
安
全
や
防
犯
活
動
に
貢
献
し

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
皆
さ
ん

中村岩藏さん（中）の100歳を親戚一同で祝福

１歳のお誕生日おめでとう☆

千葉　笙
そう

介
すけ

くん
８月30日生まれ／長男／南田
（父）暢威さん（母）真弓さん

「心も体も大きくなってね」
家族一同より

◉
９
月
に
１
歳
を
迎
え
る
赤
ち
ゃ
ん
の
写
真
を
大
募
集
！
希
望
す
る
人
は

８
月
10
日
（
月
）
ま
で
に
、
写
真
（
デ
ー
タ
も
可
）
を
広
報
担
当
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
６
８
）
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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心
太
胸
の
も
や
も
や
流
し
け
り

朝
涼
や
読
経
六
腑
に
染
み
入
り
て

六
根
に
伝
わ
る
誠
意
寺
涼
し

櫻
庭　

義
也

酢
醤
油
の
や
く
め
偉
大
や
心
太

空
蝉
の
瓜
が
命
を
繋
ぎ
け
り

水
打
つ
や
手
作
り
の
虹
小
さ
く
て

牧
草
枯
れ
て
命
切
れ
て
の
梅
雨
入
か
な

虫
食
い
の
青
田
が
語
る
村
の
明
日

田
村　

畦
畔

我
が
峡
を
股
に
か
け
た
る
虹
の
橋

母
伝
授
一
日
が
か
り
の
心
太

耳
鳴
り
は
い
つ
も
真
夏
の
蝉
の
声

夏
草
や
無
人
の
館
軒
隠
し

梅
雨
空
に
心
も
滅
入
る
昨
日
今
日

渡　

赤
藤

虹
の
橋
九
戸
に
架
か
る
希
望
郷

菅
野　

岑
子

閂
か
ん
ぬ
きの
は
ず
さ
れ
あ
り
ぬ
椿
咲
く

山
門
に
子
雀
遊
び
子
ら
遊
び

山
吹
の
崖
深
け
れ
ば
深
く
咲
く

草
茂
る
い
く
さ
の
跡
の
た
だ
広
し

冬
部　

雪
女

夕
の
虹
鍬
を
か
つ
ぎ
し
農
夫
行
く

長
年
の
苦
楽
を
共
に
心

と
こ
ろ

太て
ん

初
蝉
や
昔
な
が
ら
の
熊
野
堂

新
茶
汲
む
い
つ
の
間
に
や
ら
高
齢
者

睡
蓮
の
池
ひ
と
巡
り
ふ
た
巡
り

高
島
ふ
み
女

善
人
の
葬
儀
な
り
し
か
虹
の
橋

あ
と
一
品
何
に
し
よ
う
か
心
太

文
月
や
文
才
の
友
突
如
逝
く

荼だ

毘び

の
日
や
重
く
苦
し
く
夏
座
敷

向ひ
ま
わ
り

日
葵
や
笑
顔
絶
さ
ぬ
友
だ
っ
た

舘
村　

青
村

市
の
立
つ
一
筋
町
や
二
重
虹

磯
の
香
の
ほ
の
か
が
美
味
し
心
太

忘
れ
得
ぬ
記
憶
数あ

ま

多た

や
蝉
時
雨

炎
天
や
地
球
ゆ
っ
く
り
自
転
す
る

日
輪
の
燃
え
て
掠か

す

め
る
青
嶺
か
な

【
六
月
席
題
詠
よ
り
】

旬
に
誇
る
我
が
一
門
よ
青
葉
光　
　
　
（
雪　

女
）

鰐わ
に

口
打
つ
熊
野
神
社
は
青
葉
中

一
家
み
な
働
き
手
な
り
麦
熟う

る
る

夏
灯
村
の
要
の
村
役
場　
　
　
　
　
　
（
青　

村
）

日
一
日
房
の
整
う
青
葡ぶ

萄ど
う

上
げ
潮
の
波
が
波
押
す
夏
怒ど

涛と
う

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
崇
拝
し
て
い
る

先
生
か
ら
生
命
力
を
も
ら
っ
て
い
る
か

ら
。

◆
毎
日
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？　
朝
晩

１
時
間
、
仏
壇
に
拝
み
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
て
い
る
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
月
曜
日
と
金
曜

日
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
っ
て
、
友
達
と

お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
が
楽
し
み
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
終
戦
を
迎
え
た

18
歳
の
時
、
江
刺
家
岳
に
上
が
り
飛
行
機

が
数
機
飛
ん
で
き
た
こ
と
が
怖
か
っ
た
。

　

平
成
18
年
か
ら
折
爪
荘
で
明
る
く
元
気
に
働
く
、

小
笠
原
景
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
趣
味
特
技
は
？　
体
を
動
か
す
の
が
好
き
で
、
幼

い
頃
か
ら
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
10
年
ぐ
ら
い
前
か
ら

は
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
る
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
息
子
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、

友
達
と
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
に
行
く
の
が
楽
し
み
。

◆
熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
？　
最
近
、黒
酢
に
は
ま
っ

て
い
る
。
健
康
と
美
容
に
気
を
付
け
、
若
さ
を
保
て

る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
子
ど
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
や
り
、

そ
の
勇
姿
を
応
援
し
に
行
き
た
い
。

友
達
の
輪
を
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
、
自
分

の
友
人
を
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
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皆
さ
ん
、「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。
こ
の
事
業

は
、
０
歳
児
と
そ
の
保
護
者
に

「
絵
本
」
を
手
渡
し
、
親
子
が
楽

し
く
心
温
ま
る
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
運
動
。

１
９
９
２
年
に
英
国
バ
ー
ミ
ン

ガ
ム
で
始
め
ら
れ
、
日
本
で
も

広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

本
村
で
は
、
こ
の
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
事
業
を
８
月
か
ら
始
め

ま
す
。「
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
？
」

と
思
う
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
字
を
読
む
こ
と
も
、
言
葉

の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
赤
ち

ゃ
ん
で
す
が
、

絵
本
を
読
み

始
め
る
と
、
絵

を
じ
っ
と
見
つ
め
た
り
、
指
さ

し
た
り
し
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
に

と
っ
て
、
抱
っ
こ
さ
れ
て
ぬ
く

も
り
を
感
じ
な
が
ら
、
安
心
し

て
大
人
の
優
し
い
言
葉
を
聞
く

こ
と
は
う
れ
し
く
、
成
長
に
と

て
も
大
切
な
時
間
で
す
。

　

本
村
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
は
、
絵
本
を
通
し
て
子
ど
も

と
親
が
ぬ
く
も
り
と
笑
顔
を
共

有
す
る
時
間
を
つ
く
り
だ
す
こ

と
で
、
絵
本
の
持
つ
魅
力
と
望

ま
し
い
子
育
て
を
つ
な
げ
る
機

会
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

■
対
象
は
だ
れ
？

　

九
戸
村
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
と
、
そ
の
保
護
者
で
す
。
４

か
月
児
健
診
の
際
に
、
待
ち
時

間
を
利
用
し
て
行
い
ま
す
。

■
な
ぜ
生
後
４
か
月
で
行
う
の
？

　

絵
本
に
反
応
を
示
し
始
め
る

の
が
、
生
後
４
か
月
か
ら
６
か

月
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ

ん
が
、
は
い
は
い
を
始
め
る
前

の
方
が
、
保
護
者
も
落
ち
着
い

て
説
明
が
受
け
ら
れ
る
か
ら
で

す
。

■
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
赤

ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
使
っ
た
読
み

聞
か
せ
を
し
、
絵
本
の
入
っ
た

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト･

パ
ッ
ク
を

保
護
者
に
手
渡
し
ま
す
。
読
み

聞
か
せ
は
、
赤
ち
ゃ
ん
一
人
一

人
に
行
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆

さ
ん
か
ら
は
赤
ち
ゃ
ん
の
か
わ

い
い
反
応
を
見
な
が
ら
、
一
緒

に
絵
本
を
開
く
楽
し
さ
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト・パ
ッ
ク
っ

て
何
で
す
か
？

　

絵
本
２
冊
の
ほ
か
、
よ
み
聞

か
せ
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
集
、

よ
だ
れ
か
け
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
と
い
う
ロ
ゴ
の
入
っ
た
コ
ッ

ト
ン
バ
ッ
ク
で
す
。

■
ど
ん
な
絵
本
な
の
？　
　

　

４
か
月
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
楽

し
め
る
よ
う
に
選
び
ま
す
。
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
う
こ
と

で
親
子
が
心
を
通
わ
せ
、赤
ち
ゃ

ん
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

を
応
援
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
村
公
民
館（
☎
42-

２
１
１
１

内
線
３
１
２
）

　
希
望
郷
い
わ
て
国

体
実
行
委
員
会
主
催

の
「
花
育
て
講
習
会
」

は
６
月
26
日
、
久
慈

市
役
所
で
行
わ
れ
本

村
か
ら
６
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

国体花育て講習会

　

講
習
会
で
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー

へ
の
植
え
替
え
方
法
の
ほ
か
、

国
体
が
開
催
さ
れ
る
10
月
に
満

開
に
咲
か
せ
る
た
め
の
夏
場
の

管
理
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

■
10
月
満
開
の
ポ
イ
ン
ト

①
夏
の
置
き
場
所
を
選
ぶ

②
夏
に
切
り
戻
す

③
夏
の
肥
料
や
り
す
ぎ
に
注
意

④
よ
く
観
察
し
病
害
虫
を
防
除

■
講
習
会
資
料
差
し
上
げ
ま
す

　

講
習
会
で
使
用
し
た
資
料
を

差
し
上
げ
ま
す
。希
望
す
る
人
は
、

村
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
。

秋
ま
で
咲
か
せ
る
コ
ツ
を
学
ぶ国体花育て講習会で＝６月28日

平成28年10月２日（日）ナインズ球場で
軟式野球競技を開催

2016

“わんこきょうだい” のポーズで歓迎！

親
子
に
絵
本
と
の
出
会
い
プ
レ
ゼ
ン
ト

８
月
か
ら
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
始
め
ま
す

村では「村民読書の日」を設定するなど読書環境の整備に
取り組んでいます＝子ども映画会と読み聞かせの集い

県農業改良普及員から切り戻
しなどを学ぶ参加者

始
め
る
と
、
絵

村民総
参加

宣言
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❖ 今月のおすすめ図書Books

　なぜ、伝え方で結果が変わる
のか？
　「こんな方法があったん
だ！」この本で学べば、あなた
の言葉が一瞬で強くなり、人生
が変わります。「強い言葉」を
つくる５つの技術であなたも伝
え方を変えてみませんか。

伝え方が９割
佐々木　圭一　著／ダイヤモンド社

酢タマネギでやせる！病気が治る！
【安心】特別編集／マキノ出版

火花
又吉　直樹　著／文藝春秋

　この本を監修された周東寛
先生は、酢タマネギを15年
以上愛食。
　患者さんにも勧めて、高血
圧や糖尿病、耳鳴り、めまい
などが改善した人が続出し、
大好評だそうです。酢タマネ
ギの12大パワーが満載 !!

　第153回芥川賞受賞作品
にして今、最も話題の作品。
お笑い芸人２人。奇想の天
才である一方で人間味溢れ
る神谷、彼を師と慕う後輩
徳永。天才肌の先輩芸人と
出会った時、全ては始まっ
た！

　

従
来
の
知
識
詰
め
込
み
型
の

教
育
か
ら
、
学
び
の
意
味
を
生

徒
に
分
か
り
や
す
く
理
解
さ
せ
、

教
員
と
生
徒
が
相
互
に
知
性
を

高
め
て
い
く
、
生
徒
主
体
型
の

授
業
へ
の
転
換
が
叫
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け

る
力
、
主
体
的
に
考
え
る
力
を

持
っ
た
人
材
は
、
生
徒
か
ら
み

て
受
動
的
な
教
育
の
場
で
は
育

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

文
科
省
視
学
官
か
ら
い
た
だ

い
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
教
育

よ
り
育
教
の
視
点
」、「
生
徒
に

ど
れ
だ
け
担
当
科
目
を
好
き
に

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
全

て
」、「
同
じ
事
を
し
た
ら
同
じ

結
果
に
な
る
」。

　

本
校
で
は
、
知
識
の
伝
達
・

注
入
を
中
心
と
し
た
従
来
の
授

業
を
全
廃
し
ま
す
。
教
員
と
生

徒
が
意
思
疎
通
を
図
り
つ
つ
、

一
緒
に
切
磋
琢
磨
し
知
的
に
成

長
す
る
場
を
創
り
、
生
徒
が
主

体
的
に
問
題
を
発
見
し
解
を
見

出
し
て
い
く
能
動
的
学
修
（
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
へ

の
転
換
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

事
実
の
羅
列
に
終
始
し
た
知

識
の
教
え
込
み
で
は
な
く
、
生

徒
の
興
味
関
心
を
土
台
に
、
生

徒
の
能
力
を
開
花
さ
せ
、
そ
の

力
を
伸
張
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
授
業
の
構
築
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

教
諭　

大
森　

博
文　

能
動
的
学
修
へ
の
転
換

　

岩
手
県
中

学
校
総
合
体

育
大
会
が
７

月
18
日
〜
20

日
ま
で
、
県
営
運
動
公
園
な
ど

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

九
戸
中
学
校
か
ら
地
区
大
会

で
好
成
績
を
収
め
た
４
団
体
５

個
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
相
撲
個
人
戦

山
本
康
司
君
（
２
年
）
が
５
位

に
入
賞
し
、
東
北
大
会
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
女

は
１
回
戦
敗
退
、
柔
道
個
人
戦

２
年
田
口
真
也
君
１
回
戦
敗
退
、

荒
田
愛
結
美
さ
ん
２
回
戦
敗
退
、

皆
川
綾
香
さ
ん
１
回
戦
敗
退
、

東北大会の出場権を獲得した
山本康司君

卓
球
女
子
団
体
２
回
戦
敗
退
、

卓
球
女
子
個
人
戦
小
田
日
華
さ

ん
１
回
戦
敗
退
と
い
う
結
果
で

し
た
。

山本康司君東北大会出場決定

い
わ
て
小
学
生
の
た
め
の

お
す
す
め
図
書
１
０
０
選

　

夏
休
み
向
け
、
自
由
研
究
に
も

使
え
る
新
書
を
た
く
さ
ん
そ
ろ
え

て
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

国
保
だ
よ
り
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昔
か
ら
迎
え
盆
に
は

・
赤
飯

・
煮
し
め

・
な
す
焼
き

・
き
ゅ
う
り
の
酢

の
物

・
と
こ
ろ
て
ん

・
か
ま
す
も
ち
な
ど
を

つ
く
り
、
ご
先
祖
様
を

迎
え
ま
す
。
お
盆
以
外

に
も
大
活
躍
す
る
「
煮

し
め
」
は
、豆
腐
、山
菜
、

こ
ん
に
ゃ
く
、
根
菜
類
、

昆
布
な
ど
を
一
緒
に
大

鍋
で
煮
て
、
味
を
し
み

こ
ま
せ
ま
す
。

　

な
す
や
き
ゅ
う
り
と

い
っ
た
、
水
気
の
多
い

「
郷
土
食
」
の
ス
ス
メ

夏
野
菜
を
使
っ
た
り
「
な
す
焼
き
」、「
酢

の
物
」、
お
盆
の
定
番
「
乾
燥
天
草
」
を

使
っ
て
の「
と
こ
ろ
て
ん
」が
並
び
ま
す
。

　

日
本
人
は
農
耕
民
族
で
昔
か
ら
、
穀

類
や
野
菜
を
中
心
に
食
べ
て
き
た
の
で

体
も
植
物
性
食
品
は
効
率
的
に
消
化
で

き
ま
す
が
、
動
物
性
食
品
に
は
遺
伝
的

に
弱
い
で
す
。

　

夏
は
ス
タ
ミ
ナ
が
つ
く
と
い
わ
れ
る

脂
肪
の
多
い
動
物
性
食
品
を
と
っ
て
し

ま
い
が
ち
で
す
が
、消
化
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
と
ら
れ
、
体
力
や
免
疫
力
も
落
ち
て

し
ま
い
ま
す
。

　

九
戸
村
で
と
れ
る
農
産
物
で
つ
く
る

郷
土
食
は
私
た
ち
の
体
に
負
担
を
か
け

ず
、
緩
や
か
に
血
糖
値
を
上
げ
、
糖
尿

病
や
肥
満
に
な
り
に
く
い
の
で
病
気
を

減
ら
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
す
。

　

そ
の
年
に
こ
の
土
地
か
ら
と
れ
る
も

の
、去
年
漬
け
た
物
、大
豆
、小
麦
、そ
ば
、

雑
穀
で
料
理
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

子
ど
も
た
ち
の
自
由
研
究
に
も
お
す
す

め
で
す
。（

栄
養
士　
高
見
舘　
ハ
ス
ミ
）

　地域や家によって、ぶどう
の葉っぱなどに赤飯を乗せま
す。色合いがきれいです。

　

事
前
申
請
に
よ
っ
て
医
療
機
関
窓
口

で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
認
定
証
を
医
療

機
関
に
掲
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
70
歳
未
満
の
者

　

医
療
費
の
支
払
い
が
高
額
療
養
費
に

該
当
す
る
場
合
は
、「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

自
己
負
担
限
度
額
（
１
カ
月
）

■
70
歳
以
上
の
者

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
は
、
申

請
に
よ
っ
て
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
を
交
付
し
ま
す
（
住

民
税
課
税
世
帯
の
人
は
交
付
対
象
外
）。

自
己
負
担
限
度
額
（
１
カ
月
）

国
保
の
限
度
額
認
定
証

※
１　

世
帯
の
国
保
被
保
険
者
全
員
が

住
民
税
非
課
税
の
人

※
２　

世
帯
の
国
保
被
保
険
者
全
員
が

住
民
税
非
課
税
で
、
そ
の
世
帯
の
各
所

得
が
必
要
経
費
・
控
除
（
年
金
の
所
得

は
控
除
額
を
80
万
円
と
し
て
計
算
）
を

差
し
引
い
た
と
き
に
０
円
と
な
る
人

■
申
請
の
方
法

　

保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、
役
場

住
民
生
活
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
限
度
額
認
定
証
の
有
効
期
間
は
発

行
さ
れ
た
月
の
初
日
か
ら
直
近
の
７
月

末
ま
で
で
す
。
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
世
帯
の
70
歳
以
上
の
人
は
交
付
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。
平
成
27
年
７
月
31

日
で
有
効
期
限
が
切
れ
た
人
は
再
度
申

請
が
必
要
で
す
。

区分 限度額 限度額
（４回目以降）

所得が 901
万円超

252,600 円 ＋（ 医 療
費ー842,000円）×１％ 140,100 円

所得が 601 万
円～ 901 万円

167,400円＋（医療費ー
558,000 円）× １％ 93,000 円

所得が 210 万
円～ 600 万円

80,100 円＋（医療費ー
267,000 円）× １％ 24,600 円

所得が 210 万円
を超えない世帯 57,600 円 44,400 円

住民税非課
税世帯 35,400 円 24,600 円

区分 外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

現役並み
の所得 44,400 円 80,100 円＋（医療費

－ 267,000 円）× １％

一般 12,000 円 44,400 円

低所得者
Ⅱ※ １ 8,000 円 24,600 円

低所得者
Ⅰ※ ２ 8,000 円 15,000 円



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
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２
２
１
０

国
民
年
金

問
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

問
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９
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夏
を
迎
え
、
花
火
を
楽
し
む
季

節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
家
庭
で

気
軽
に
楽
し
め
る
お
も
ち
ゃ
花
火

で
あ
っ
て
も
正
し
く
取
り
扱
わ
な

い
と
火
災
に
な
っ
た
り
、
火
傷
を

し
た
り
な
ど
の
事
故
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。

①
風
の
強
い
乾
燥
し
た
日
な
ど
に

は
花
火
を
し
な
い
。

②
注
意
書
き
を
必
ず
読
む
。

③
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、

数
本
束
ね
て
点
火
し
た
り

し
な
い
。

④
燃
え
や
す
い
も
の
が
な

い
、
安
全
な
場
所
で
遊
ぶ
。

⑤
子
ど
も
だ
け
で
花
火
を

し
な
い
。

⑥
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
な

ど
を
用
意
す
る
。

村内の火災・救急（６月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 1 件 1 件 － 3 件
救 急 20 件 152 件 ＋ 17 件

花
火
を
楽
し
く
安
全
に

《
飲
酒
運
転
の
根
絶
》

○
飲
酒
運
転
は
悪
質
・
危
険
な
犯
罪

で
す
。
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
車
の
運
転

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
相
談
窓
口
の
適
切
な
利
用
と
周
知

の
徹
底

～
警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

＃
９
１
１
０
～

○
警
察
の
安
全
相
談
は
、
犯
罪
被
害

防
止
や
迷
惑
行
為
な
ど
、
安
全
と
平

穏
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

○
＃
９
１
１
０
は
、
警
察
本
部
の
相

談
専
用
電
話
番
号
で
す
。
ダ
イ
ヤ
ル

回
線
・
IP
電
話
の
場
合
は
、「
０
１
９

‐
６
５
４
‐
９
１
１
０
」
に
お
掛
け

く
だ
さ
い
。

■
運
動
期
間

平
成
27
年
８
月
１
日
（
土
）
か
ら
10
日

（
月
）
ま
で
の
10
日
間

■
運
動
の
重
点

①
暑
さ
な
ど
に
よ
る
過
労
運
転
の
防
止

②
夏
休
み
中
の
子
ど
も
の
交
通
事
故
防

止③
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

④
飲
酒
運
転
の
根
絶

《
暑
さ
な
ど
に
よ
る
過
労
運
転
に
注
意
》

○
運
転
中
に
少
し
で
も
疲
れ
を
感
じ
た

ら
、
無
理
せ
ず
安
全
な
場
所
に
停
車
し
、

休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

《
子
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ

う
》

○
学
校
や
公
園
近
く
な
ど
、
子
ど
も
と

出
会
い
そ
う
な
場
所
の
付
近
を
走
行
す

る
と
き
に
は
、
速
度
を
控
え
、
子
ど
も

の
飛
び
出
し
な
ど
を
予
測
し
な
が
ら
慎

重
に
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

《
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
命
を
守
る
》

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
着
用
し
て
い
な
い
と
、
交
通
事
故

の
と
き
に
車
外
に
投
げ
出
さ
れ
た
り
、

頭
や
胸
を
強
打
す
る
な
ど
、
命
に
重
大

な
危
険
を
及
ぼ
し
ま
す
。

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

村内の交通事故（６月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 1 件 2 件 － 1 件
物損事故 5 件 36 件 ±0 件
負 傷 者 1 人 2 人 － 3 人
死 亡 者 0 人 0 人 ±0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ＋ 1 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 264日
（６月30日現在）

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
20
歳
前
に

就
職
し
て
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し

て
い
る
人
は
、
第
２
号
被
保
険
者
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
加
入
手
続
き

は
不
要
で
す
。）

　

な
お
、
学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入

が
少
な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料

が
納
付
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
に

よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・
免

除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
老
後
の
生
活
保
障
だ
け

で
な
く
、
万
が
一
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障

害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
、
私
た
ち

の
生
活
の
安
定
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
で
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
お
互
い
を
支
え
あ
う
制
度
で
す
。

　
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
人
が
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
20
歳
に
な
っ
た
ら
役
場
で
加
入
手

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

～
思
い
や
り
　
ゆ
と
り
は
無
事
故
へ
　
つ
づ
く
道
～



18

※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ８月３日㊊ ８月４日㊋ ８月10日㊊
空 き 缶 ８月17日㊊ ８月18日㊋ ８月24日㊊
粗 大 ご み ８月25日㊋ ８月11日㊋
紙・プラ類 ８月13日㊍ ８月19日㊌ ８月27日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

８ ９ 金田一診療所 27-2205 ８ ９ 宮沢歯科医院 46-2953

16 松井内科医院 33-2201 16 森川歯科医院 23-6361

23 よこもり眼科クリニック 22-2230 23 沢藤歯科医院 25-4002

30 むらかみ医院いたみのクリニック 48-1500 30 堀米歯科医院 46-2927

編集後記
◆今年のヒメボタルは昨年より少な
かったように感じました。なんとか
写真に収めることができ一安心。◆
また、情報通から戸井良沢水芭蕉公
園にホタルがいるとの情報提供あり。
駆け付けてみると、ゲンジボタルが
光輝き、九戸村の豊かな自然を新た
に発見することができました。（下村）

８月

①職種②就業場所③年齢④基本給
⑤資格など

◎７月15日現在の求人情報から
掲載しています。求人に関するお
問い合わせは、ハローワーク二戸
（☎23-3341）まで。求人情報は役
場ロビーでも配布しています。

求人情報
■株式会社  エムアンドエム  盛
岡営業所
①清掃作業（登録型派遣パー
ト）②九戸村③不問④750円⑤
雇用期間：７月21日～10月20
日、週５日程度勤務
■有限会社  竹村商事
①ブロイラー出荷作業員（正社
員）②九戸村など③18歳以上④
149,500円～161,000円⑤普通自
動車免許一種
■野辺地工務店
①建築大工（正社員以外）②
九戸村③不問④218,500円～
253,000円⑤普通自動車免許一
種、木造大工経験５年以上、雇
用期間：採用日～平成28年３月
31日、試用期間３カ月
■有限会社  中村一郎商店
①ガソリンスタンド販売員（正
社員）②九戸村③59歳以下④
130,000円～160,000円⑤普通自
動車免許一種、試用期間３カ月
■株式会社  ふるさと振興公社
①販売補助店員（パート労働
者）②九戸村③不問④678円～
680円⑤接客経験がある人、雇
用期間：採用日～10月31日、
週５日程度勤務

  身障者補装具
巡回相談開催

■日時　８月28日（金）（予約制）
　　　　午前10時30分～正午
■会場　二戸市総合福祉センター
■内容　義肢・装具等補装具
※専門の医師が相談に応じます。
■締め切り　８月19日（水）
■申し込み・問い合わせ　住民生活
課地域福祉班（☎42-2111内線202）

  一人親家庭
個別相談会

　一人親家庭のお母さん、お父さ
んのための個別相談会を実施しま
す。県の母子・父子自立支援員が
相談に応じます。
■日時　８月26日（水）
午後１時30分～午後３時30分
■対象者　児童扶養手当受給者
■場所　役場第１会議室
■相談内容　進路相談、就職活動
に関する相談、生活に関する相談
など
　なお、対象者には児童扶養手当
現況届にチラシを同封してありま
すのでご確認ください。
■問い合わせ　住民生活課地域福祉
班（☎42-2111内線203）、二戸保
健福祉環境センター（☎23-9202）
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お知らせ・情報

INFORMATION
九戸村役場 ☎ 0195(42)2111
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

  福祉や子育て支援
臨時給付金を交付

　消費税率引き上げの影響を踏ま
え、低所得の住民および子育て世
帯への負担を緩和するため、暫定
的・臨時的な措置として臨時福祉
給付金と子育て世帯臨時特例給付
金を支給します。
《臨時福祉給付金》
■支給対象者
　平成27年度の住民税が課税され
てない人が対象です。ただし、課
税されている人に扶養されている
場合や生活保護の受給者である場
合は対象となりません。
■支給額
　１人につき６千円
《子育て世帯臨時特例給付金》
■支給対象者
　平成27年６月分の児童手当を受
給する人が対象です。ただし、特
定給付を受給する人は対象となり
ません。
■支給額
　１人につき３千円
■申請期間
　８月10日（月）～11月10日（火）
■その他
　支給対象となる可能性がある人
に申請書を送っています。必要事
項の明記および必要書類持参の上、
住民生活課地域福祉班へ提出して
ください。
　平成27年では、２つの給付金の
どちらの要件にも該当する人は臨
時福祉給付金、子育て世帯臨時特
定給付金の両方を受け取ることが
できます。
■申し込み・問い合わせ　住民生活
課地域福祉班（☎42-2111内線202）

  保育園の臨時的
任用職員を募集

■職種および募集人数
・臨時保育士　若干名
・臨時調理員　１名
・臨時看護師　若干名
■応募資格　臨時保育士・看護師
においては保育士・看護師資格を
有する者。　※資格は証書などに
よって確認させていただきます。
■勤務場所　村内保育園
■雇用期間　平成27年10月１日
から平成28年３月31日（更新含
む）※詳細はご相談願います。
■就業時間　午前８時30分～午後
５時30分まで（勤務体制によって
時差勤務あり）
■選考　書類、面接による
■提出書類　履歴書（２カ月以内
に撮影した本人の写真を貼付）
■申し込み・問い合わせ　住民生活
課地域福祉班（☎42-2111内線202）

年金情報流出を口実にした
犯罪にご注意ください！
○日本年金機構から、この件でお
客様に電話やメールで連絡するこ
とは一切ありません。なお、流出
が確認された人への新しい基礎年
金番号は郵送でお知らせします。
○日本年金機構が、この件でお客
様にお金やキャッシュカードを要
求することは一切ありません。
○日本年金機構が、この件でお客
様にＡＴＭの操作をお願いするこ
とは一切ありません。
■日本年金機構専用電話窓口
☎0120-818211

人のうごき
（平成27年7月1日現在）

●人　口　　６，１７１　人  　（－９）
　　男　　　 ２，９７８　人　  （－２）
　　女　　　 ３，１９３　人  　（ー７）
●世帯数　　２，１７５世帯　（±０）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　６　人  　（５３人）
　 転　 出　　　 　８　人  　（８６人）
　 出　 生　　 　　５　人  　（２１人）
　 死　 亡　　　 １２　人  　（６３人）

（カッコ内は１月からの累計）
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東
京
多
摩
交
響
楽
団
コ
ン
サ
ー

ト
が
６
月
28
日
、村
体
育
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
合
併
60
周

年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
、
村
内
か

ら
約
２
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

観
衆
は
普
段
あ
ま
り
触
れ
る
機

会
が
少
な
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
生
演

奏
を
聞
く
こ
と
で
笑
顔
が
溢
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
情
緒
溢
れ
る

生
演
奏
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
で
、

癒
し
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
で
い
る

よ
う
で
し
た
。

　

企
画
コ
ー
ナ
ー
の
指
揮
体
験
で

は
、
４
人
が
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲

の
運
命
の
指
揮
に
挑
戦
。
そ
れ
ぞ

れ
個
性
あ
る
指
揮
で
、
持
ち
味
の

あ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
演
出
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
演
奏
者
一
人

一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
を
紹
介
。

一
般
的
な
楽
器
か
ら
初
め
て
見
る

楽
器
ま
で
、
生
演
奏
と
と
も
に
紹

介
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
馴
染
み
あ
る
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
の
凱
旋
行
進
曲
や
ブ
ラ
ー

ム
ス
編
曲
の
ハ
ン
ガ
リ
ア
ン
舞
曲

な
ど
を
演
奏
し
観
衆
を
魅
了
し
て

い
ま
し
た
。
最
後
に
は
ア
ン
コ
ー

ル
も
飛
び
出
し
、観
衆
を
ク
ラ
シ
ッ

ク
演
奏
の
と
り
こ
に
し
て
い
ま
し

た
。

　

急
き
ょ
、
指
揮
者
体
験
も
し
た

七
戸
瑠
美
奈
さ
ん
（
九
戸
中
２
年
）

は
「
指
揮
者
体
験
は
緊
張
し
た
け

ど
合
わ
せ
て
く
れ
た
か
ら
楽
し

か
っ
た
。
演
奏
は
す
ご
い
う
ま
く

て
、
自
分
も
そ
う
い
う
風
に
で
き

た
ら
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。

予定もなく突然、指揮者を体験した七戸瑠美奈さん

村
合
併
60
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

大下美輝さんがオーケストラの要である指揮者を体験

20

奏
で
る
調
べ

　
　
癒
し
の
ひ
と
時

指揮者体験をする、岩渕大地君

藤館卓弘さんが指揮者体験


